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和 歌 山 県 白 浜 町 に 所 在 す る 京 都 大 学 瀬 戸 臨 海 実 験 所"北 浜"に2012年2月

に 漂 着 し た 魚 類
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は じ め に

白浜 半島 のほ ぼ先端 に所在 す る京 都

大学 フィール ド科学教育研 究セ ンター

瀬戸 臨海 実験所の北側 に位 置す る通称

"北 浜"(砂 浜 部 の長 さは約400m)で

種 々の生物 の漂着調査 を実施 して きた

が(久 保 田,2006参 照)、2011年1月

末 一2月 中旬 の3週 間の期 間中に大量

の魚類(28科53属84種871個 体)が

50年 ぶ りに水温低下 によ り死亡漂着 し

た(久 保 田ほか,2011)。 こ の時節 には

魚類 と同時に熱帯系 の巻 貝であ るタガ

ヤ サ ン ミ ナ シCOη 〃3(D副OCCOη 〃8)

'ε競 〃ε の新鮮 な貝殻 も異例 の多数が漂

着 した(平 澤 ・久保 田,2011)。 今 回、

そ の翌年 の2012年 の 冬季、水温が最 も

低下す る2月 に特 に留意 して凍死 した

魚類調査 を実施 した結果 を報告す る。

結 果 と考 察

2012年1-2月 に死亡漂着 した魚 類

は、毎 日、全 くな しか、 あってもご く

少数(数 個体以下)で あった。 この期

間中、 ただ1日 だけであるが、最多 の

5種 が死亡漂着 した。それは2012年2

月17日 で 、次 の5種 、ミツボシクロス

ズメダイDα3研 〃鰐 〃伽αcぬ 魏3の 幼魚

(図1,上 段 右)、 モ ンガ ラカ ワハギ

君1競o∫4θ360燗ρ1c1〃π〃2(上 段 左)、 シ

マ ウ ミスズメ 加c'oア1αノb用α3翻(中 段

右)、 ウ ミスズ メ五.4ゆ 加ηα(中 段左)、

コモ ンフグ7厩 吻g〃pOεd10η0酪(下 段)

が 死亡漂着 した。4種 は1個 体ずつ で

あったが、ウ ミスズメだけは2個 体 が

漂着 した。 この期 間中、他 の 日に死亡

漂着 した上記以外 の種 は、ツマ ジロモ

ンガ ラ3ψ1α 〃28ηc勿3(麗 θ潮〃2がただ1

個 体 であった。
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図1.瀬 戸臨海実験所"北 浜"に

2012年2月17日 に死亡漂着 した

5種 の魚類

なお、番所崎 を一周 して調査 した 日

数 はわずか数 日と限 られ てい るが、死

亡漂着 した魚類 の追加種 は、 コンゴウ

フグ 盈oオoz∫∂oo塑 磁 ∂1種1個 体で

あった。厳冬期 にあたる2012年2月 の

水温 は、和歌 山県 田辺湾 の湾 口に設置

された京都大学防災研究所 白浜海象観

測所で測定 され ているが、定置水 温(水

深10m)は 、平均水温(日 平均)16.20℃

(幅13.99℃[2.月12日]-17.22℃[2

月29日])で 、2011年2月 の水温(平

均水温(日 平均)14.3℃,幅12.24QC

-18 .25℃)よ り平均 で約2℃ 高 かった

こ とが2012年 は 凍死が稀であった こ

とに結びついてい る と推察 され る(久

保 田ほか,2011)。
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